
Outcome

（厚労省提出指標）

指標 

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子 薬剤投与間違い、注射投与間違い 
処方箋通り実施されなかった薬剤と注射の数をカウントします。 

患者への影響や誤投与による健康被害の有無は問わない。 

分母 入院患者延数（24 時在院患者＋退院患者数の合計）

収集

期間
１ヶ月毎  

調整

方法

病棟における薬剤関連事故事象発生率 ７

・薬品安全管理者・薬剤師の病棟での役割のアウトカムとして。 

最小値 0.00  25％値 0.18  中央値 0.35  75％値 0.47  最大値 0.87 

回答病院 63  

 今回はデータを提出していない病院が30（対全病院32% 昨年27病院28％）､欠損値のある病院が12（対全病

院13% 昨年23病院24％）、欠損値のないデータを出しているのが51病院（対全病院55％ 昨年45病院47％）あ

ります。回答した63病院のうち欠損値のない病院の割合は81％でした。 

 上記の四分位値（最小値 最大値）は若干の変動はありますが、おおむね昨年とほぼ同じ値です。 

 データを提出していない病院と欠損値のない病院がやや増加しています。そして欠損値のあるデータを提出

している病院の割合は半減しています。 

 データを提出できている病院では手順が整備されつつあることが推測されます。一方、提出できない病院と

の二極分化が進んでいるようにも見えます。薬剤投与に関する事故は病院におけるインシデントの代表です。

薬剤師の病棟配置などの構造的側面を背景にしている可能性がありますが、データ提出している病院の取り組

みを紹介してもらうことは有効と思われます。 

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

考察 

改善・運用事例など 

・現在、「医療安全管理室」へ「直接関係部署としての評価」、及び「改善内容・傾向等の確認」を依頼中。 

「指標としてフォーカスし相対的評価を示唆すること自体」が改善活動を触発・促進させる可能性もある。 
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